二人 は 厩へ 住って 馬 を 引出し、 親子で 乗りながら 旅 

人の 住った 方へ 向けて 走らした。 支那 (中国) の 里程 

で 十 里 位も往 つたと ころで、 かの 旅人の 姿 を 見つけた。 

旅人に 近くなる と 父親 は 馬から 飛びお り、 旅人の 前へ 

往 つて 地べたへ 額 をす りつけ てお 辞儀 をした。 

「今、 枠から 聞きます と、 あなた 様が、 枠が 早世す る 

とおつ しゃつ てくだ さいました そうで ございま すが、 

天に も 地に も 一人し かない 枠に 先 だ たれまして は、 こ 

の 世に なんの 望み もなくなります、 どうか あなた 様の 

お 力で、 枠の 早世 を 逃れる ようにして くださいます ま 

いか、 お願いで ございます」 



「お前さんの 悴 であった か、 困った もの だな」 

「どうぞ 、枠が 長生いた します ように、 一生のお 願い 

でございます」 

「人の 生命 は 天が 掌って いると ころ だから、 わしの 手 

では どうに もな らんが」 

旅人 は 考え こんだ がいい 考えが 浮んだ と 見え て 、 

「よし、 それで は、 他に しょうが ないから、 ひと 徳利 

の 酒と、 鹿の 乾肉 を かまえて 置く が い い、 卯の 日に きつ 

と往 つて、 方法 をして やる から」 

「ひと 徳利の 酒と、 鹿の 乾肉、 承知いた しました、 す 

ぐ かまえて 置きます から、 どうか： St が 長生が できます 
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